
 

 

 

    

 

  

 

本時のルーブリックが表示される。授業の冒頭で生徒

はこれを見て本時のとるべき行動を確認する。 

個人のシート 全体のシート 

 

本時のルーブリッ
クに則って自己評
価を入力する。 

個々が入力した「自分の
考え」がリアルタイムで
全員分表示される。 

個々が入力した「学んだ

こと・次の学習に生かし

たい事がリアルタイムで

表示される。 

単元全体の振り返りとし

て、本単元で学んだことや

次の単元に生かしたいこと

を入力する。 

自己評価の変化がグラ

フとして表示される。 

自己評価の

集計が表示

される。 

本時の活動

場面を入力

する。 

授業で活用する動画や

サイトへのリンクが表

示される。 

自分の考えや考察

などを入力する。 

○本研究では「個人のシート」「全体のシート」の２種類の

スプレッドシートを活用しました。 

 

本時の振り返りとし

て、学んだこと・次

の学習に生かしたい

ことを入力する。 

○本研究で活用したスプレッドシートの仕組みについて 

 
クラス全員の個人のシー

トからリンクを張って、

集約シートに全ての情報

を 集 約 し 、 そ こ か ら

QUERY（クエリ）関数

を用いて、必要な情報を

全体のシートに抽出し、

共有できるようにしまし

た。 

全体の 
シート 

個人の 

シート 

個人の 

シート 

個人の 

シート 

個人の 

シート 

個人の 

シート 

集約 
シート 

データを 

集約 

必要な情報を

抽出 
全体の 
シート 

個人の 
シート 

個人のシートには、本時のルーブリックが表示されま

す。生徒は自分の考えや自己評価、授業と単元全体の

振り返りを入力します。 

全体のシートには、それぞれの生徒が個人のシートに

入力した情報が全員分、リアルタイムで表示されま

す。 



理科の主体的に学習に取り組む態度の基本のルーブリック（中学校）      

  S A B C 

予想 
仮説 

○これまで習ったことや、日常生活と関係付けて予想したり
仮説を立てたりした。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修
正したりした。 

○これまで習ったことや、日常生活
と関係付けて予想したり仮説を
立てたりした。 

○友達の予想や仮説を写
して書いた。 

○予想や仮説を書かなかった。 

計画 
○条件の制御を考えながら、自分で実験方法を考えた。 
○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修
正したりした。 

○条件の制御を考えながら、自分で
実験方法を考えた。 

○友達の実験方法を写し
て書いた。 

○実験方法を書かなかった。 

実験 

○手順や方法、注意点について教科書や動画等で確認しなが
ら実験を行った。 

○結果の見通しをもって、進んで実験した。 
○必要な内容や結果を記録しながら、正確な実験結果を出せ
るように、繰り返し実験を行った。 

○手順や方法、注意点について教科
書や動画等で確認しながら実験

を行った。 

○手順や方法、注意点につ
いて、友達からの指示を

受けながら実験を行っ
た。 

○手順や方法、注意点について
確認せずに、間違えた状況で

実験を行った。もしくは実験
に参加しなかった。 

観察 

○手順や方法、注意点について教科書や動画等で確認しなが
ら観察を行った。 

○結果の見通しをもって、進んで観察した。 
○必要な内容をスケッチしたり、メモしたりしながら正確な
観察ができるまで、繰り返し観察を行った。 

○手順や方法、注意点について教科
書や動画等で確認しながら観察
を行った。 

○手順や方法、注意点につ
いて、友達からの指示を
受けながら観察を行っ
た。 

○手順や方法、注意点について
確認せずに、間違えた状況で
観察を行った。もしくは観察
に参加しなかった。 

考察 

○実験の考察を、理由や根拠を示しながら（予想と照らし合
わせながら）書いた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修
正したりした。 

○実験の考察を、理由や根拠を示し
ながら（予想と照らし合わせな

がら）書いた。 

○友達の考察を写して書
いた。 

○考察を書かなかった。 

知識 
計算 

○学習した内容を日常生活と結び付けて理解した。 
○学習した内容を理解できるように、繰り返し覚えた。 
○公式や方法を確認しながら、正しい結果を出せるまで繰り
返し計算に取り組んだ。 

○学習した内容を日常生活と結び
付けて理解した。 

○公式や方法を確認しながら計算
に取り組んだ。 

○学習した内容を理解し
た。 

○計算問題に取り組んだ。 

○学習した内容を理解しようと
しなかった。 

○計算問題に取り組まなかっ
た。 

練習問題 
応用問題 

○問題の解き方を考え、間違えた問題を解き直したり、応用
問題に取り組んだりした。 

○分からない問題の導き方を調べたり、自分から進んで周り
に確認したりした。 

○問題の解き方を考え、間違えた問
題を解き直したり、応用問題に取
り組んだりした。 

○問題の解き方を考え、基
礎的な問題に取り組ん
だ。 

○問題を解かなかった。 

調査 
○課題に対して、教科書だけでなく、複数の方法（資料集・イ
ンターネット等）を用いて調べた。 

○友達の調べた方法や内容を参考にした。 

○課題に対して、教科書だけではな
く、複数の方法（資料集・インタ
ーネット等）を用いて調べた。 

○課題に対して、教科書を
用いて調べた。 

○課題に対して、自分で調べな
かった。 

応用活動 
探究活動 

○これまでに学習したことを生かして、自分で課題解決の方
法を考えた。 

○友達の方法と比較し、自分の方法を確認したり、見直して修
正したりした。 

○これまでに学習したことを生か
して、自分で課題解決の方法を
考えた。 

○友達の課題解決の方法
を写して書いた。 

○課題解決の方法を書かなかっ
た。 

テスト 
○テストに取り組み、分からない問題や間違っている問題に
ついて調べたり、解き直したりした。 

○練習（応用）問題に取り組んだ。 

○テストに取り組み、分からない問
題や間違っている問題について

調べたり、解き直したりした。 

○テストに取り組んだ。 ○テストに取り組まなかった。 

 



■指導計画に沿った「主体的に学習に取り組む態度」の自己評価ルーブリック 

（中学理科３年生 運動とエネルギー 第３章 エネルギーと仕事） 

 S A B C 

1時間目 

○課題に対して、教科書だけでなく、複数
の方法（資料集・インターネット等）を
用いて調べた。 

○友達の調べた方法や内容を参考にした。 

○課題に対して、教科書だ
けではなく、複数の方法
（資料集・インターネッ
ト等）を用いて調べた。 

○課題に対して、教
科書を用いて調
べた。 

○学習課題に対
して、自分で調
べなかった。 

2時間目 

○条件の制御を考えながら、自分で実験方
法を考えた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認
したり、見直して修正したりした。 

○条件の制御を考えなが
ら、自分で実験方法を考
えた。 

○友達の実験方法
を写して書いた。 

○実験方法を書
かなかった。 

3時間目 

○条件の制御を考えながら、自分で実験方
法を考えた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認
したり、見直して修正したりした。 

○条件の制御を考えなが
ら、自分で実験方法を考
えた。 

○友達の実験方法
を写して書いた。 

○実験方法を書
かなかった。 

4時間目 

○実験の考察を、理由や根拠を示しながら
書いた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認
したり、見直して修正したりした。 

○実験の考察を、理由や根
拠を示しながら書いた。 

○友達の考察を写
して書いた。 

○考察を書かな
かった。 

5時間目 

○これまで習ったことや、日常生活と関係
付けて予想したり仮説を立てたりした。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認
したり、見直して修正したりした。 

○これまで習ったことや、
日常生活と関係付けて
予想したり仮説を立て
たりした。 

○友達の予想や仮
説を写して書い
た。 

○予想や仮説を
書かなかった。 

6時間目 

○手順や方法、注意点について教科書や動
画等で確認しながら実験を行った。 

○結果の見通しをもって、進んで実験し
た。 

○必要な内容や結果を記録しながら、正確
な実験結果を出せるように、繰り返し実
験を行った。 

○手順や方法、注意点につ
いて教科書や動画等で
確認しながら実験を行
った。 

○実験の手順や方
法、注意点につい
て、友達からの指
示を受けながら
実験を行った。 

○実験の手順や
方法、注意点に
ついて確認せ
ずに、間違えた
状況で実験を
行った。もしく
は実験に参加
しなかった。 

7時間目 

○実験の考察を、理由や根拠を示しながら
書いた。 

○友達の考えと比較し、考えを見直した
り、修正したりした。 

○実験の考察を、理由や根
拠を示しながら書いた。 

○友達の考察を写
して書いた。 

○考察を書かな
かった。 

8時間目 

○解答の導き方を考え、間違えた問題を解
き直したり、応用問題（e ライブラリ）
に取り組んだりした。 

○解答の導き方を調べたり、自分から進ん
で周りに確認したりした。 

○解答の導き方を考え、間
違えた問題を解き直し
たり、応用問題（e ライ
ブラリ）に取り組んだり
した。 

○問題の解き方を
考え、基礎的な問
題に取り組んだ。 

○問題を解かな
かった。 

9時間目 

○学習した内容を日常生活と結び付けて
理解した。 

○学習した内容を理解できるように、繰り
返し覚えた。 

○公式や方法を確認しながら、正しい結果
を出せるまで繰り返し計算に取り組ん
だ。 

○学習した内容を日常生
活と結び付けて理解し
た。 

○公式や方法を確認しな
がら計算に取り組んだ。 

○学習した内容を理
解した。 

○計算に取り組ん
だ。 

○学習した内容
を理解しよう
としなかった。 

○計算に取り組
まなかった。 

10時間目 

○エネルギー変換効率を求めるための実
験方法を考えて書いた。 

○エネルギー変換効率を求めるために必
要な測定項目を考えて書いた。 

○エネルギー変換効率を
求めるための実験方法
を考えて書いた。 

○友達の実験方法を
写して書いた。 

○実験方法を書
かなかった。 

11時間目 

○エネルギーの行方について、自分の考え
を、理由や根拠を示しながら書いた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認
したり、見直して修正したりした。 

○エネルギーの行方につ
いて、自分の考えを、理
由や根拠を示しながら
書いた。 

○エネルギーの行
方について、友達
の考えを写して
書いた。 

○エネルギーの
行方について、
考えを書かな
かった。 

12時間目 

○テストに取り組み、分からない問題や間
違っている問題について調べたり、解き
直したりした。 

〇単元の振り返りを、①～④の項目の全て
に記入した。 

〇テストに取り組み、分か
らない問題や間違って
いる問題について調べ
たり、解き直したりし
た。 

〇単元の振り返りを①～
④の３項目記入した。 

〇テストに取り組
んだ。 

〇単元の振り返り
を①～④の2項目
記入した。 

〇テストに取り
組まなかった。 

〇単元の振り返
りを記入しな
かった。 

 



 

理 科 学 習 指 導 案 
令和４年１０月１７日（月曜日）〜１１月１１日（金曜日）３年１・２・５組 指導者 片峰 健夫   

 

１ 単元名（題材名） 運動とエネルギー 第３章 エネルギーと仕事  

 

２ 単元観（題材観） 

 本単元は，中学校学習指導要領理科第1分野「（５）運動とエネルギー」の指導事項「(ウ) 力学的エネル

ギー」の「○ア仕事とエネルギー」と「○イ力学的エネルギーの保存」の内容を受けて設定したものである。 

 ここでは、力学的な仕事の定義を基に、仕事とエネルギー、力学的エネルギーに関する現象について、日

常生活や社会と関連付けながら、見通しをもって観察、実験を行い、その結果を分析して解釈し、仕事とエ

ネルギーの関係、位置エネルギーと運動エネルギーの互換性、力学的エネルギーの保存性を見いだして理解

させることが主なねらいである。その際、衝突の実験で測定される力学的エネルギーを量的に扱うことがで

きることを理解させるとともに、力学的エネルギーに関する観察、実験の技能を身に付けさせることをねら

いとしている。 

 仕事とエネルギーについては、仕事に関する実験を行い、日常の体験などと関連させながら力学的な仕事

を定義し、単位時間あたりの仕事として仕事率を理解させる。また、外部に対して仕事をできるものは、そ

の状態においてエネルギーをもっていることを、各種の実験を通して理解させることがねらいである。 

 例えば、物体を重力に逆らって上げる仕事をさせ、物体に加えた力の大きさとその向きに動かした距離の

積として仕事は定量的に定義できることを理解させる。さらに、単位時間に行う仕事の量として仕事率を理

解させる。仕事の単位としてジュール（記号J）を用い、関連する単位や日常用いられる単位にも触れる。

そして、例えば、てこや滑車などを挙げながら、道具を用いて仕事をするとき、加えた力より大きい力を外

部に出すことはできるが、道具に与えた仕事以上の仕事を外部にすることはできないという仕事の原理にも

触れる。 

 また、例えば、高いところにあるおもりや、引き伸ばされたばね、運動している物体は、他の物体に仕事

をすることができることから、エネルギーをもっていること理解させるとともに、力学的エネルギーには、

位置エネルギーと運動エネルギーがあることを理解させる。 

 位置エネルギーについては、例えば、物体を鉛直方向に落下させる衝突実験を行い、高いところにある物

体ほど、また、質量が大きいほど、大きなエネルギーをもっていることを理解させる。運動エネルギーにつ

いては、例えば、水平面上を動く物体の衝突実験を行い、物体の質量が大きいほど、速さが速いほど、大き

なエネルギーをもっていることを理解させる。その際、物体の高さや質量、速さなどの条件を制御して実験

を行い、その結果を分析して解釈し、その規則性を見いだして理解させるようにする。 

 力学的エネルギーの保存については、力学的エネルギーに関する実験を行い、運動エネルギーと位置エネ

ルギーが相互に移り変わることを見いださせ、摩擦力が働かない場合には力学的エネルギーの総量が保存さ

せることを理解させることがねらいである。 

 例えば、振り子の運動の様子を観察させ、物体の位置が低くなるに従って物体の運動は徐々に速くなるこ

と、最下点を過ぎて物体の位置が高くなるに従って物体の運動は遅くなることから、位置エネルギーと運動

エネルギーは相互に移り変わることに気付かせ、力学的エネルギーは保存されることを理解させる。 

 また、実際の物体の運動では、摩擦力や空気の抵抗などが働くことに触れ、力学的エネルギー以外の音や

熱などに変わり、力学的エネルギーは保存されないことを日常生活や社会と関連付けて理解させる。 

 

３ 生徒の実態及び指導方針（男子４８名 女子４２名 計９０名） 

 全般的に理科の学習に対して意欲をもって取り組める生徒が多く、特に実験や観察などの活動に対して積

極的に取り組む様子が見られる。その反面、実験の計画を立案したり、実験の結果から考察を自分で考えた

りするなど、思考を伴う活動に対して消極的な生徒が多い。その理由として、課題解決への見通しをつけた



 

り、自分の考えを広げたり、深めたりすることに対して抵抗を感じている面が挙げられる。また、ICTの活

用に関しては、他教科において授業の中でタブレットを活用していることもあり、生徒は機器の操作にある

程度慣れているとともに、その利便性についてよく理解している様子が見られる。このような実態を踏まえ

て、本単元では、ＩＣＴを活用して生徒同士の意見を共有する場面を設定することで、多様な考えにふれな

がら自分の学びを修正したり、深めたりしようとする姿勢を養いたいと考えた。また、生徒が課題解決の見

通しや目標をもって授業に取り組めるよう、授業の導入において生徒にルーブリックを提示するとともに、

授業の終末にルーブリックを基に自己評価する活動を行うことで、生徒の主体的に学習に取り組む態度を養

いたい。そして、そのような学習への取組の履歴をＩＣＴを用いて蓄積し、それを次の授業や単元のまとめ

に活用することによって、見通しをもって主体的に学習に取り組もうとする姿勢を養いたいと考えた。 

 

 

４ 研究との関わり 

 「令和４年度群馬県学校教育の指針」(群馬県教育委員会 令和４年)において、「ＩＣＴ活用の特性・強

みを最大限に生かし、学校、放課後、家庭、オンラインによる学びを関連付けながら、個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実を図り、ＩＣＴを活用した群馬ならではの学びを推進する」と挙げられ、個別最

適な学びと協働的な学びを実現するために、１人１台端末の活用を工夫することは大きなテーマとなってい

る。 

 また、「主体的に学習に取り組む態度」について、「児童生徒の学習評価の在り方」（中央教育審議会 

平成31年）で、「各教科等の『主体的に学習に取り組む態度』に係る評価の観点の趣旨に照らして、（中略）

自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとし

ているかどうかという意思的な側面を評価することが重要である。」と、主体的に学習に取り組む態度の育

成とその評価の重要性が述べられている。 

 これらのことを踏まえて、今回の研究では、主体的に学習に取り組む態度の評価を充実させ、その育成を

図るため、１人１台端末を活用したいと考えた。その具体的な手立てとして｢互いの考えの共有｣と｢ルーブ

リック評価の蓄積｣を取り入れる。「互いの考えの共有」については、「学習評価の在り方ハンドブック」

（中央教育審議会 令和元年）において、「自らの考えを記述したり話し合ったりする場面，他者との協働

を通じて自らの考えを相対化する場面を，単元や題材などの内容のまとまりの中で設けたりするなど，『主

体的・対話的で深い学び』の視点からの授業改善を図る中で，適切に評価できるようにしていくことが重要」

と記述されており、互いの考えを共有する活動を取り入れることの重要性が挙げられている。ルーブリック

評価については、「学習評価に関する資料」（中央教育審議会 平成24年）において学習評価の方法の一つ

として提示されているとともに、「学習評価の手引き」（田中博之著 教育開発研究所発行）において、主

体的に学習に取り組む態度の評価のために、ルーブリックを活用することの有効性について示されている。

また、学習履歴の蓄積については、「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実に関する参考資料」(文部科学省 令和３年)で、「ＩＣＴを活用し、学習履歴（スタディ・ロ

グ）を分析したり、分かりやすく表示したりすることで、児童生徒が自らの学習を振り返ったり、計画を立

てたりすることが容易になります。」と、 ＩＣＴを活用して学習の記録を蓄積し、それを学習に生かすこ

とのよさについて述べている。「即時性」や「可視化」など、１人１台端末の利点を生かし、この二つの手

立てを取り入れることが、主体的に学習に取り組む態度を育成するために、有効であると考えた。 

 

５ 単元（題材）の目標 

 (1) 知識及び技能 

仕事に関する観察、実験を行い、仕事と仕事率について理解する。また、力学的エネルギーに関する観

察、実験を行い、物体のもつ力学的エネルギーは物体がほかの物体になしうる仕事で測れること、運動エ

ネルギーと位置エネルギーは相互に移り変わること、力学的エネルギーの総量は保存されることなどを見

いだして理解するとともに、それらの観察、実験の技能を身に付ける。 



 

 (2) 思考力、判断力、表現力等 

運動とエネルギーについて、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、力学

的エネルギーの規則性や関係性を見いだして表現する。また、探究の過程を振り返る。 

 (3) 学びに向かう力、人間性等 

エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究する態度を養うとともに、自然を総合的

に見ることができるようにする。 

  

６ 単元（題材）の評価規準 

 (1) 知識・技能 

・力学的エネルギーを日常生活や社会と関連付けながら、仕事とエネルギー、力学的エネルギーの保存

についての基本的な概念や原理・原則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な

観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。 

 (2) 思考・判断・表現 

・力学的エネルギーについて、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、力

学的エネルギーの規則性や関係性を見いだして表現しているとともに、探究の過程を振り返るなど、

科学的に探究している。 

 (3) 主体的に学習に取り組む態度 

・力学的エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 

７ 指導と評価の計画（全12時間） 

過 

程 

時 

間 

●ねらい  

○学習活動 ［☆］：ＩＣＴ活用 

重 

点 

◇評価項目＜方法（観点）＞ 

〔記〕：記録に残す評価 

ふ
れ
る 

１ 

●日常生活における様々なエネルギーについて考える活動
を通して、エネルギーの形態について理解する。 

○本章の学習課題を知る。 
○エネルギーの定義について知る。 
○さまざまなエネルギーと日常生活との関わりについて考

える。［☆］ 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド

シートで自己評価する。［☆］ 
 
 
 
 
 

知 

◇様々なエネルギーの形態に
ついて理解している。 

＜ワークシート（知①）＞ 

追
究
す
る 

２ 

●運動エネルギーの大きさを調べる実験を通して、運動エ
ネルギーの大きさは質量と速さに関係することを見いだ
す。 

○運動エネルギーの大きさを確かめる実験を計画する。 
○実験方法を共有する。［☆］ 
○運動エネルギーの大きさを調べる実験を行う。 
○実験結果から、運動エネルギーの大きさを決める要因に
ついて考察する。［☆］ 

○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 
 
 
 

思 

◇運動エネルギーの大きさを
調べる実験方法を考えて
いる。 

＜スプレッドシート（思①）
〔記〕＞ 

エネルギーにはどのような形態があるか考えよう。 

［本章の学習課題（単元・題材を貫く問い）］ 

さまざまなエネルギーから発電をしよう。 

運動エネルギーの大きさについて調べよう。 



 

追
究
す
る 

３ 

●位置エネルギーの大きさを調べる実験を通して、位置エ
ネルギーの大きさは質量と高さに関係することを見いだ
す。 

○位置エネルギーの大きさを確かめる実験方法を考える。 
○実験方法を共有する。［☆］ 
○位置エネルギーの実験を行う。 
○実験結果から、位置エネルギーの大きさを決める要因に

ついて考察する。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド

シートで自己評価する。［☆］ 
 
 

思 

◇位置エネルギーの大きさを
調べる実験方法を考えてい
る。 

＜スプレッドシート（思②）
〔記〕＞ 

４ 

●ジェットコースターや振り子の運動について考える活動
を通して、力学的エネルギーと力学的エネルギーの保存
について理解する。 

○位置エネルギーと運動エネルギーの関係について実験す
る。 

○運動エネルギーと位置エネルギーの関係について考察す
る。 

○考察を共有する。［☆］ 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド

シートで自己評価する。［☆］ 
 

思 

◇運動エネルギーと位置エネ
ルギーの関係の関係につ
いて考えている。 

＜スプレッドシート（思③）
〔記〕＞ 

５ 

●運動エネルギーや位置エネルギーが行う仕事について考
える活動を通して、仕事とエネルギーの関係について理
解し、仕事を計算で求める。 

○仕事について理解する。 
○重力に逆らってする仕事や摩擦力に逆らってする仕事に
ついて考える。 

○斜面を使った仕事について考える。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 
 
 

知 

◇仕事とエネルギーとの関係
について理解し、仕事を計
算で求めることができる。 

＜ワークシート（知②）
〔記〕＞ 

６ 

●力学的エネルギーを使った実験を通して、力学的エネル
ギーと仕事の関係を見いだす。 

○力学的エネルギーの大きさと仕事の大きさの関係につい
て実験する。 

○実験の考察をする。 
○質量と高さを同じにして、傾斜の傾きを変えた場合の結

果を予想し、実験を行う。［☆］ 
○実験の考察をする。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 

思 

◇理由や根拠を示して、実験
結果の予想を立てることが
できる。 

＜スプレッドシート（思④）
〔記〕＞ 

位置エネルギーの大きさについて調べよう。 

 

運動エネルギーと位置エネルギーの関係について調べ

よう。 

運動エネルギーや位置エネルギーが行う仕事について

考えよう。 

仕事と力学的エネルギーの関係について調べよう。 



 

７ 

●様々な滑車を使った場合の仕事の大きさを調べ、道具と

仕事の関係について見いだす。 

○道具を使った場合と使わない場合の仕事の大きさの変化
について予想する。 

○滑車を使うときの仕事の大きさを調べる実験を行う。 

○実験の考察を行い、共有する。［☆］ 

○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 

思 

◇道具を使った場合と、使え
わない場合の仕事の大きさ
について考えている。 

＜スプレッドシート（思⑤）
〔記〕＞ 

８ 

●仕事と仕事率について理解し、計算で求める。 
○仕事の原理と仕事率について理解する。 
○仕事と仕事率の計算をする。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 
 

態 

◇仕事と仕事率を求める計算
に取り組んでいる。 

＜行動観察（態①）＞ 

９ 

●様々なエネルギーについて考える活動を通して、エネル
ギー変換効率やエネルギーの保存について理解する。 

○身のまわりのさまざまなエネルギーとその関係について
考える。 

○熱の伝わり方について理解する。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 

知 

◇エネルギーの保存とエネル
ギー変換効率について理解
している。 

＜ワークシート（知③）＞ 

10 

●力学的エネルギーを用いて発電する方法とエネルギー変
換効率にを求める方法を考える。 

○エネルギー変換効率の求め方について理解する。 
○力学的エネルギーを電気エネルギーに変換する際のエネ

ルギー変換効率を求める方法を考える。 
○力学的エネルギーを用いて発電する方法を考える。 
○ルーブリックを基に、本時の自身の学び方をスプレッド
シートで自己評価する。［☆］ 

 

態 

◇力学的エネルギーを電気エ
ネルギーに変換する方法と
エネルギー変換効率を求め
る方法を考えている。 

＜ワークシート（態②）
〔記〕＞ 

 

11 

●力学的エネルギーを用いて発電する活動を通して、エネ
ルギーの保存とエネルギーの変換効率について理解す
る。 

○前時に計画した方法で発電を行う。 
○エネルギー変換効率を求める。 
○エネルギーの行方について考える。［☆］ 
○エネルギーの保存について理解する。 

知 

◇エネルギー変換効率とエネ
ルギーの保存について理解
している。 

＜ワークシート（知④）
〔記〕＞ 

 

ま
と
め
る 

12 

●各時間の学習内容と自己評価を振り返り、単元を通した
自分の学び方を振り返ることができるようにする。 

○本単元で学習した内容のテストをGoogleフォームで行
う。 

○本章での学習の取組み方を振り返る。 
 
 

知 
 
 
 
態 

◇本章で学んだ内容について
理解している。 

＜フォーム（知⑤）〔記〕＞ 
 
◇蓄積してきた自己評価を振
り返り、自らの学び方につ
いてまとめている。 

＜スプレッドシート（態③）
〔記〕＞ 

  

本章で学習した内容についてまとめよう。 

 

エネルギー変換効率を求めよう。 

道具を使うと、仕事の大きさはどのようになるか調べ

よう。 

仕事と仕事率を求めよう。 

エネルギーの変換について考えよう。 

力学的エネルギーから発電する方法を考えよう。 

追
究
す
る 



 

８ 第１時の展開 

 (1) ねらい 

  日常生活における様々なエネルギーについて考える活動を通して、エネルギーの形態について理解する。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書、ワークシート 

  教師：電子黒板、タブレット、教科書、ワークシート 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入 

20

分 

１ 本章の学習課題（章を貫く課題）を知

る。 

  

○この課題については、本時では深く追究せず、

この章でエネルギーについて深く学んでいき、

最後に課題解決の活動に取り組むことを伝え、

章の学習への見通しをもたせる。 

○様々なエネルギーを利用して発電する活動を行

うことを、昨今のエネルギー不足と関連付けて

伝える。 

２ 本時の学習課題を知る。 

 ○これまで学習した内容を振り返り、エネル

ギーという言葉について知る。 

 ○本時の学習課題を知る。 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。［☆］ 

 

 

 

 

○モーターや電熱線、電磁石などが電気で動く様

子を演示実験することにより、エネルギーの概

念についてとらえやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎タブレットを用いて、本時のルーブリックを確

認することで、目標や見通しをもって授業に取

り組めるようにする。 

◎生徒がルーブリックやスプレッドシートにふれ

るのは初めてになるので、その内容や操作方法

について詳しく説明を行う。 

○ワークシートに記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもって

学習に取り組めるようにする。 

［本時の学習課題］（めあて） 

エネルギーにはどのような形態があるか考えよう。 

 

章の学習課題（章を貫く問い） 

さまざまなエネルギーを用いて発電しよ

う。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 
評価 評価基準 

S 
○課題に対して、教科書だけでなく、複数の方法を用いて調べた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えの参考にしたり、修正したりした。 

A ○課題に対して、教科書だけではなく、複数の方法を用いて調べた。 

B ○課題に対して、教科書を用いて調べた。 

C 
○学習課題に対して、自分で調べなかった。 

●教科書の該当箇所を提示したり、具体的な調べ方を例示したりする。 

 



 

展

開

20

分 

３ 様々なエネルギーと日常生活との関わり

について考える。 

 ○エネルギーについて理解する。 

 ○自分の身の回りにあるエネルギーについ

て調べ、スプレッドシートに入力する。

［☆］ 

  ・光エネルギー（光電池） 

  ・熱エネルギー（水の沸騰） 

  ・電気エネルギー（モーター） 

  ・化学エネルギー（化学カイロ） 

  ・運動エネルギー（ボール投げ） 

  ・位置エネルギー（ボール落とし） 

  ・弾性エネルギー（バネ） 

  ・核エネルギー（原子力発電） 

 ○個々が調べた内容をスプレッドシートで

共有する。［☆］ 

 

 ○運動エネルギー・位置エネルギーについ

て理解する。 

 

○調べる際には教科書だけではなく、１人１台端

末を活用することで、幅広く調べ活動ができる

ようにする。なお、参考になったサイト等のＵ

ＲＬをスプレッドシートに貼ることで、全体で

それを共有できるようにする。 

○それぞれのエネルギーが自分達の日常生活とど

のように関わっているか考えることで、生活と

エネルギーのつながりについて考えを深められ

るようにする。 

●エネルギーの形態について理解できない生徒に

対しては、日常生活を具体的に想起させ、身の

回りには様々なエネルギーがあることに気付け

るようにする。 

◎個々の調べた内容をスプレッドシートに入力す

ることで、互いの調べた内容を即時的に共有で

きるようにする。 

◎スプレッドシートで共有した友達の調べ方や内

容を、参考にするよう助言する。 

 

ま
と
め 
10
分 

４ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿

って自己評価し、スプレッドシートに入

力する。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

  

◇様々なエネルギーの形態について理解して

いる。 

＜ワークシート（知①）＞ 

 



 

９ 第２時の展開 

 (1) ねらい 

  運動エネルギーの大きさを調べる実験を通して、運動エネルギーの大きさは質量と速さに関係すること

を見いだす。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書 

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、教科書、キャップ、簡易速度計、粘土 

 (3) 展開 

時
間 

○学習活動 
・予想される児童（生徒）の反応 
［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 
○指導上の留意点 
●努力を要する児童（生徒）への支援 
◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残
す評価 

導

入 

５ 

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

○本時のルーブリックを確認する。［☆］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○台車を動かして、もう一方の台車に当てる演

示実験を行い、運動エネルギーに注目できる

ようにする。 

◎前時のルーブリックに対する自己評価を確認

するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組める

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１人１台端末を用いて、前時のルーブリック

に対する自己評価を確認するとともに、本時

のルーブリックを提示し、目標や見通しをも

って学習に取り組めるようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組めるようにする。 

展

開

①

15

分 

２ 運動エネルギーの大きさを確かめる実験方

法を考える。 

 ○運動エネルギーの大きさは、何によって決

まるか考える。 

  ・質量 ・速さ ・形 ・硬さ 

 ○運動エネルギーの大きさを調べる実験方法

を考える。 

 ○個々が考えた内容をスプレッドシートで共

有する。［☆］ 

○ボウリングや野球やサッカーのボールなど日

常生活の例を挙げることで、運動エネルギー

の大きさを決める要因について考えやすくす

る。 

 

○正しい実験を行うためには、条件を制御した

計画を考える必要があることを伝える。 

◎スプレッドシートで共有した友達の考察を参

考にして、自分の考察を深めたり修正したり

するよう助言する。 

［本時の学習課題］（めあて） 

運動エネルギーの大きさについて調べよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○条件制御を考えながら、自分で実験方法を考えた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修正したりした。 

A ○条件制御を考えながら、自分で実験方法を考えた。 

B ○条件制御を友達の意見を参考にして実験方法を考えた。 

C 
○条件制御を考えなかった。実験方法を考えなかった。 

●変える条件と変えない条件に着目して考えるよう助言する。 

 



 

展

開

②

10

分 

３ 運動エネルギーの大きさを調べる実験を行

う。 

  ・小球をレールの上で走らせ、それを木片

にぶつけ、木片の移動距離を測る。 

  ・小球の重さを変えて実験する。 

  ・小球の速さを変えて実験する。 

  ・測定した結果をグラフにする。 

○各班の計画に沿った実験を行う。 

○実験の様子は必要に応じて写真や動画に残し

ておき、結果の共有や考察に活用できるよう

にする。 

●各班の進捗状況を把握し、実験がスムーズに

進んでいない班に対しては、実験方法を確認

しながら活動を進めるよう助言する。 

○実験結果をスプレッドシートで共有すること

で、全体の傾向をつかみやすくする。 

○より正確な結果に基づいて考察できるよう

に、他の班と実験結果を共有する。 

展

開

③

15

分 

４ 考察をする。 

 ○実験結果から、運動エネルギーの大きさを

決める要素について考え、スプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

  ・質量が大きい小球の方が、同じ速さで

も、より長い距離の木片を移動させてい

たので、速度が大きい方が運動エネル

ギーが大きいと思う。 

  ・速度が大きい方が、木片の移動距離が大

きいので、運動エネルギーは大きいと思

う。 

 

◎個々の調べた内容をスプレッドシートに入力

することで、互いの調べた内容を即時的に共

有できるようにする。 

○運動エネルギーの要因の一つである速さは、

一定にすることができないので、複数回記録

を取ることで、大まかな傾向をつかめればよ

いことを伝える。 

●考察が記入できていない生徒に対しては、同

じ質量で速度が違う場合と、同じ速度で違う

質量の場合で分けて考えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５ 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基

に、本時の学び方の自己評価をスプレッド

シートに入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、

今後の学習に生かしたいことをスプレッド

シートに入力する事で、それを次時以降の学

習に生かすことができるようにする。 

  

◇運動エネルギーの大きさを調べる実験方法

を考えている。 

＜スプレッドシート（思①）〔記〕＞ 



 

10 第３時の展開 

 (1) ねらい 

  位置エネルギーの大きさを調べる実験を通して、位置エネルギーの大きさは質量と高さに関係すること

を見いだす。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書 

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、教科書、鉄球、木球、粘土、園芸吸水スポンジ（フロー

ラルフォーム） 

 (3) 展開 

時
間 

○学習活動 
・予想される児童（生徒）の反応 
［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 
○指導上の留意点 
●努力を要する児童（生徒）への支援 
◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す
評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

○本時のルーブリックを確認する。［☆］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時のルーブリックに対する自己評価を確認す

るとともに、本時のルーブリックを提示し、目

標や見通しをもって学習に取り組めるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１人１台端末を用いて、前時のルーブリックに

対する自己評価を確認するとともに、本時の

ルーブリックを提示し、目標や見通しをもって

学習に取り組めるようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の流

れを確認することで、生徒が見通しをもって学

習に取り組めるようにする。 

展

開

①

15

分 

２ 位置エネルギーの大きさを確かめる実験

方法を考える。 

 ○運動エネルギーの大きさは、何によって

決まるか考える。 

  ・質量 ・速さ ・形 ・硬さ ・高さ 

 ○運動エネルギーの大きさを調べる実験方

法を考える。 

○個々が考えた内容をスプレッドシートで

共有する。［☆］ 

◎個々の考察をスプレッドシートに入力すること

で考えを広げたり深めたりできるようにする。 

○隕石の衝突や物を落とした時など、日常生活の

例を挙げることで、位置エネルギーの大きさを

決める要因について考えやすくする。 

○正しい実験を行うためには、条件を制御した計

画を考える必要があることを伝える。 

◎スプレッドシートで共有した友達の考察を参考

にして、自分の考察を深めたり修正したりする

よう助言する。 

［本時の学習課題］（めあて） 

位置エネルギーの大きさについて調べよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○条件制御を考えながら、自分で実験方法を考えた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修正したりした。 

A ○条件制御を考えながら、自分で実験方法を考えた。 

B ○条件制御を友達の意見を参考にして実験方法を考えた。 

C 
○条件制御を考えなかった。実験方法を考えなかった。 

●変える条件と変えない条件に着目して考えるよう助言する。 

 



 

展

開

②

10

分 

３ 位置エネルギーの大きさを調べる実験を

行う。 

  ・質量が違う２つの球（鉄球・木球）を

同じ高さから落として、園芸吸水スポ

ンジのへこみの違いを比較する。 

  ・質量が同じ球を、上下二つの高さから

落として、高さとスポンジのへこみの

違いを確認する。 

  ・傾斜をつけたレールの上から、質量が

違う２種類の小球を木片にぶつけ、そ

の移動距離を測る。 

○各班の計画に沿った実験を行う。 

○実験の様子は必要に応じて写真や動画に残して

おき、結果の共有や考察に活用できるようにす

る。 

●各班の進捗状況を把握し、実験がスムーズに進

んでいない班に対しては、実験方法を確認しな

がら活動を進めるよう助言する。 

○実験結果をスプレッドシートで共有すること

で、全体の傾向を掴みやすくする。 

○より正確な結果に基づいて考察できるように、

他の班と実験結果を共有する。 

展

開

③ 

15

分 

４ 考察をする。 

 ○実験結果から、位置エネルギーの大きさ

を決める要素について考え、スプレッド

シートに入力する。［☆］ 

  ・質量が大きい球のほうが、同じ高さか

ら落としてもスポンジのへこみが大き

いので、高い方が位置エネルギーが大

きいと思う。 

  ・同じ質量でも高さが高い方が、スポン

ジのへこみが大きいので、質量が大き

い方が位置エネルギーは大きいと思

う。 

◎個々の調べた内容をスプレッドシートに入力す

ることで、互いの調べた内容を即時的に共有で

きるようにする。 

○明確な数値がでる実験ではないので、大まかな

傾向をつかんで判断すればよいことを伝える。 

●考察が記入できていない生徒に対しては、同じ

質量で速度が違う場合と、同じ速度で違う質量

の場合で分けて考えるよう助言する。 

 

 

 

 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿

って自己評価し、スプレッドシートに入

力する。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

  

◇位置エネルギーの大きさを調べる実験方法

を考えている。 

＜スプレッドシート（思②）〔記〕＞ 



 

11 第４時の展開 

 (1) ねらい 

  ジェットコースターやふりこの運動について考える活動を通して、力学的エネルギーと力学的エネル

ギーの保存について理解する。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書  

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、ふりこ、ジェットコースターのレール、鉄球 

 (3) 展開 

時

間 ○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○前時までに学習した内容を確認する。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。［☆］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまでに学習した運動エネルギー、位置エネ

ルギーとその大きさを決める要因を確認する。 

○ジェットコースターの画像を視聴し、高さやス

ピードが刻々と変化していることを捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の流

れを確認することで、生徒が見通しをもって学

習に取り組めるようにする。 

［本時の学習課題］（めあて） 

運動エネルギーと位置エネルギーの関係に

ついて調べよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○実験の考察を、理由や根拠を示しながら書いた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えの参考にしたり、修正したりした。 

A ○実験の考察を、理由や根拠を示しながら書いた。 

B ○友達の考えを参考にして、考察を書いた。 

C 

○自分の考えを書くことができない。 

●各地点ごとの運動エネルギーと位置エネルギーの移り変わりに注目して考えるよう

助言する。 

 



 

展

開

① 

30 

分 

２ 位置エネルギーと運動エネルギーの関係を

について考える。 

 ○ジェットコースターの映像を見たり、ふり

こや小球を操作したりして、高さと速さの

変化について考える。 

  ・高い位置は速度が遅く、低い位置は速

い。 

  ・高い位置から低い位置に移動する際、

徐々に加速していく。 

  ・低い位置から高い位置に移動する   

時、徐々に遅くなる。 

 ○運動エネルギーと位置エネルギーの関係に

ついて、自分の考察をスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

  ・高い位置の時は、位置エネルギーは高い

が、速度は低いので運動エネルギーは

低くなる。 

  ・低い位置の時は、位置エネルギーは低い

が、速度は高いので運動エネルギーは

高くなる。 

  ・運動エネルギーと位置エネルギーを足し

た総量は一定だ。 

 ○それぞれの考察をスプレッドシートで共有

する。［☆］ 

○ゆっくり上って落ちながら加速するタイプのジ

ェットコースターや、初速のスピードで坂を

上がるタイプのジェットコースターなど、さ

まざまなタイプのジェットコースターにおけ

る位置エネルギーと運動エネルギーの変化に

ついて考える。 

○実際にふりこや小球とレールを操作すること

で、位置エネルギーと運動エネルギーの変化を

視覚的にとらえやすくする。 

 

 

◎個々が考えた内容をスプレッドシートに入力す

ることで、互いの調べた内容を即時的に共有

できるようにする。 

●運動エネルギーを位置エネルギーの関係につい

て理解できない生徒には、各地点ごとの運動エ

ネルギーと位置エネルギーの移り変わりに注目

して考えるよう助言する。 

 

 

 

 

◎スプレッドシートで共有した友達の考察を参考

にして、自分の考察を深めたり修正したりする

よう助言する。 

 

 

 

 

展

開

②

10

分 

３ 力学的エネルギーと力学的エネルギーの保

存について理解する。 

 ○力学的エネルギーを理解する。 

 ○力学的エネルギーの保存について理解す

る。 

  

○一連の動きの中では、運動エネルギーと位置エ

ネルギーの総量は変わらないが、実際はジェッ

トコースターはレールや空気と摩擦を生じ、熱

エネルギーや音エネルギーとして空気中に放出

されるため、力学的エネルギーの保存が成り立

たないことをおさえる。 

ま

と

め 

5 

分 

４ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

  

◇運動エネルギーと位置エネルギーの関係に

ついて考えている。 

＜スプレッドシート（思③）〔記〕＞ 



 

12 第５時の展開  

 (1) ねらい 

  運動エネルギーや位置エネルギーが行う仕事について考える活動を通して、仕事とエネルギーの関係に

ついて理解し、仕事を計算で求める。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書   

  教師：電子黒板、タブレット 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入 

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○前時までに学習した内容を確認する。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎本時のルーブリックを提示することで、目標を

もって学習に取り組めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の流

れを確認することで、生徒が見通しをもって学

習に取り組めるようにする。 

［本時の学習課題］（めあて） 

運動エネルギーや位置エネルギーが行う仕事について考えよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 

○学習した内容を日常生活と結びつけて理解した。 

○学習した内容を理解できるように、繰り返し覚えた。 

○公式や方法を確認しながら、正しい結果を出せるまで繰り返し計算に取り組んだ。 

A 
○学習した内容を日常生活と結びつけて理解した。 

○公式や方法を確認しながら計算に取り組んだ。 

B 
○学習した内容を理解した。 

○計算に取り組んだ。 

C 

○学習した内容を理解しようとしなかった。 

○問題を解かなかった。 

●基本の式に立ち戻り、力と距離はどれが該当するのかを確認しながら立式するよう

に助言する。 

 



 

展

開

①

15 

分 

２ 仕事の定義とその計算方法について理解

する。 

 ○仕事の定義について理解する。 

 ○仕事をもとめる式を理解する。 

  仕事［J］＝物体に加えた力［N］× 

     力の向きに移動させた距離［m］ 

 ○仕事と力学的エネルギーの関係について

考える。 

○仕事の単位（J）と熱量や電力量の単位であるJ

と単位が同じであることを確認する。 

○より大きな運動エネルギーや位置エネルギーを

得るためには、どのようにすればよいか考える

ことで、力の大きさと移動距離について考えを

深められるようにする。 

○運動エネルギーと位置エネルギーの実験を想起

し、エネルギーが大きさは、仕事の大きさでは

かることができることを理解できるようにす

る。 

展

開

②

15 

分 

３ 重力に逆らってする仕事や摩擦力に逆ら

ってする仕事について考える。 

 ○重力に逆らってする仕事 

 ○摩擦力に逆らってする仕事 

○物体を持ち上げて止まっている状態は、移動距

離が０なので、仕事も０になる場合を取り上

げ、理科で用いる「仕事」と日常生活で用いる

「仕事」の意味の違いを理解できるようにす

る。 

○摩擦に逆らってする仕事について計算する場

合、物体にかかる重力は関係なく、実際に加え

た力を用いて計算することを確認しておく。 

●式を立てることができない生徒に対しては、基

本の式に立ち戻り、力と距離はどれを該当する

のかを確認しながら立式するように助言する。 

展

開

③ 

10

分 

４ 斜面を使った仕事について考える。 

 ○斜面を使った仕事の求め方について考

え、共有する。 

 

○摩擦力と押した力は異なる場合があることを確

認する。 

●考えが思いつかない生徒に対しては、重力に逆

らってする仕事の場合と同様に、斜面を上がる

と位置エネルギーを得るようになることを助言

する。 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿

って自己評価し、スプレッドシートに入

力する。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

 

  

◇仕事とエネルギーの関係について理解し、

仕事を計算で求めることができる。 

＜ワークシート（知②）［記］＞ 



 

13 第６時の展開 

 (1) ねらい 

  力学的エネルギーを使った実験を通して、力学的エネルギーと仕事の関係を見いだす。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書  

  教師：電子黒板、タブレット、教科書、電源コードのカバー、定規、木片、定規、鉄球、木球 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残

す評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○前時までに学習した内容を確認する。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

  

○本時のルーブリックを確認する。 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組めるようにする。 

展

開

①

10

分 

２ 力学的エネルギーの大きさと仕事の大きさ

の関係について実験する。 

 ○実験を行う。 

  ①同じ質量の小球で高さを変える。 

  ②高さを同じにして質量の質量を変える。 

    ③木片にぶつかる直前の小球の速さを測 

る。 

 

○木片の移動距離が仕事の大きさを表すことを

確認して実験を行う。 

○実験の様子は必要に応じて写真や動画に残し

ておき、結果の共有や考察に活用できるよう

にする。 

●各班の進捗状況を把握し、実験がスムーズに

進んでいない班に対しては、実験方法を確認

しながら活動を進めるよう助言する。 

［本時の学習課題］（めあて） 

仕事と力学的エネルギーの関係について調べよう。 

 

物質を特定しよう。 
本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○これまで習ったことや、日常生活と関係付けて予想したり仮説を立てたりしている。 

○友達の考えと比較し、自分の考えを確認したり、見直して修正したりした。 

A ○これまで習ったことや、日常生活と関係付けて予想したり仮説を立てたりしている。 

B ○友達の予想や仮説を写して書いた。 

C 

○予想や仮説を書くことができなかった。 

●木片を動かすための運動エネルギーは、もともと位置エネルギーから変換されたも

のであり、高さが変わらなければ位置エネルギーも変わらないことを助言する。 

 



 

展

開

②

10

分 

３ 実験の考察をする。 

 ○実験の結果から、力学的エネルギーと仕事

の関係について考察する。 

  ・小球の初めの位置が高いほど、木片の移

動距離が大きくなる。 

  ・小球の質量が大きいほど、木片の移動距

離が大きくなる。 

○誤差が生じる実験のため、各班が作成したグ

ラフを共有し、できるだけ多くのデータから

全体的な傾向がつかめるようにする。 

展

開

③

10

分 

４ 質量と高さを同じにして、傾斜の傾きを変

えた場合の実験を行う。 

 ○結果を予想し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

  ・傾斜が大きい方が仕事も大きい。 

  ・傾斜が違っても仕事は変わらない。 

 ○実験を行う。 

○予想をする際には、根拠や理由を添えて予想

を立てるよう促す。 

◎スプレッドシートを用いて、互いの考えを共

有し、自分の予想を広げたり、深めたりする

ように助言する。 

○誤差が生じる実験のため、各班が作成したグ

ラフを共有し、できるだけ多くのデータから

全体的な傾向が掴めるようにする。 

展

開

④ 

10

分 

５ 実験結果の考察をする。 

 ○実験結果から考察し、スプレッドシートに

入力する。［☆］ 

  ・傾きが大きい方が木片の移動距離が大き

くなると予想したけど、同じになったの

はなぜだろう。 

  ・傾きが違っても、小球の高さが同じなの

で力学的エネルギーが同じだからだと思

う。 

 ○個々の考察をスプレッドシートで共有す

る。［☆］ 

◎個々が考えた内容をスプレッドシートに入力

することで、互いの調べた内容を即時的に共

有できるようにする。 

●考察が書けない生徒に対しては、木片を動か

すための運動エネルギーは、もともと位置エ

ネルギーから変換されたものであり、高さが

変わらなければ位置エネルギーも変わらない

ことを助言する。 

 

◎スプレッドシートで共有した友達の考察を参

考にして、自分の考察を深めたり修正したり

するよう助言する。 

 

 

 

 

ま

と

め 

5 

分 

６ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基

に、本時の学び方の自己評価をスプレッド

シートに入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、

今後の学習に生かしたいことをスプレッド

シートに入力する事で、それを次時以降の学

習に生かすことができるようにする。 

  

◇理由や根拠を示して、実験結果の予想を立

てることができる。 

＜スプレッドシート（思④）［記］＞ 



 

14 第７時の展開 

 (1) ねらい 

  様々な滑車を使った場合の仕事の大きさを調べ、道具と仕事の大きさの関係について見いだす。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書 

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、教科書、ばねばかり、動滑車、定滑車、おもり、ひも、

ものさし、スタンド 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残

す評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○教科書Ｐ.176を見て、重いものを持ち上げ

るとき、どのような道具を用いるか考え

る。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

○教科書に乗っているクレーンには、多くの滑

車がついていることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組めるようにする。 

展

開

① 

5 

分 

２ 滑車を使った場合と使わない場合の仕事の

大きさの変化について予想をする。 

 ○道具（動滑車・低滑車）を使った時と使わ

ない時では、仕事の大きさは変化するか予

想する。 

  ・仕事が楽になるために道具があるから、

仕事は小さくなるのではないか。 

○予想をする際には、小学校６年生で学習した

てこの学習内容や日常生活を生かし、可能な

限り理由や根拠を添えるよう伝える。 

◎スプレッドシートで共有した友達の調べ方や

内容を、参考にするよう助言する。 

●予想を立てられない生徒に対しては、てこや

はさみ、ドライバーやドアノブなど日常生活 

［本時の学習課題］（めあて） 

道具を使うと、仕事の大きさはどのようになるか調べよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○実験の考察を、理由や根拠を示しながら書いた。 

○友達の考えと比較し、考えを見直したり、修正したりした。 

A ○実験の考察を、理由や根拠を示しながら書いた。 

B ○友達の考えを参考にして、考察を書いた。 

C 
○自分の考察を書くことができなかった。 

●実験結果の共通点に注目して、考えるよう助言する。 

 



 

 ・てこの原理では力は大きくなるが、押す

距離が長くなるので、結果とすると仕事

の大きさは同じになるので、滑車でもそ

うなると思う。 

で使っている道具を使った時のことを想起す

るよう助言する。 

展

開

② 

15

分 

３ 道具を使った場合と使わない場合の仕事の

大きさについて実験する。 

  ①直接おもりを引き上げる。 

  ②定滑車を使って引き上げる。 

  ③動滑車を使って引き上げる。 

○動滑車を用いた実験では、動滑車の分の質量

が加わることを確認する。 

○実験結果はスプレッドシートにまとめること

で、各班の実験結果を共有できるようにす

る。 

展

開

③

20

分 

４ 前時の実験結果の考察をする。 

 ○前時間の実験結果から、個々で考察を行

い、スプレッドシートに入力する。［☆］ 

  ・定滑車の場合、力の大きさも距離も変わ

らない。 

  ・動滑車の場合、力の大きさは半分になる

が、距離が２倍になる。 

  ・定滑車、動滑車を使っても、仕事の大き

さは同じになる。 

  

 

 

 

○それぞれが考えた内容をスプレッドシート

で共有する。［☆］ 

◎個々が考えた内容をスプレッドシートに入力

することで、互いの調べた内容を即時的に共

有できるようにする。 

●考察が書けない生徒に対しては、手が加えた

力と距離の積は変わらないことから、道具を

使っても仕事の大きさは変わらないことに気

付けるようにする。 

○動滑車は力の大きさが半分になるため、重い

ものを持ち上げるクレーンやエレベーターな

どに活用されていることを確認する。 

○定滑車は力の大きさも距離も変わらないが、

力の方向を変える働きがあることを確認す

る。 

◎スプレッドシートで共有した友達の考察を参

考にして、自分の考察を深めたり修正したり

するよう助言する。 

 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基

に、本時の学び方の自己評価をスプレッド

シートに入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、

今後の学習に生かしたいことをスプレッド

シートに入力する事で、それを次時以降の学

習に生かすことができるようにする。 

  

◇道具を使った場合と、使わない場合の仕事

の大きさについて考えている。 

＜スプレッドシート（思⑤）〔記〕＞ 



 

15 第８時の展開 

 (1) ねらい 

  仕事と仕事率について理解し、計算で求める。 

 (2) 準備 

  生徒：教科書、タブレット  

  教師：電子黒板、タブレット 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残

す評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組めるようにする。 

展

開

①

10

分 

２ 仕事の原理について理解する。 

 ○仕事の原理について理解する。 

  ・どんな道具を使っても、同じ状態になる

までの仕事の大きさは変わらない。 

  ・定滑車の場合、力の大きさも距離も変わ

らない。 

  ・動滑車の場合、力の大きさは半分になる

が、距離が２倍になる。 

  ・定滑車、動滑車を使っても、仕事の大き

さは同じになる。 

○動滑車は力の大きさが半分になるため、重い

ものを持ち上げるクレーンやエレベーターな

どに活用されていることを確認する。 

○定滑車は力の大きさも距離も変わらないが、

力の方向を変えるはたらきがあることを確認

する。 

 

 

 

 

［本時の学習課題］（めあて） 

仕事と仕事率を求めよう。 

 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○解答の導き方を粘り強く考え、応用問題（eライブラリ）にも取り組んだ。 

○解答の導き方を調べたり、自分から進んでまわりに確認したりした。 

A ○問題の解き方を粘り強く考え、応用問題（eライブラリ）にも取り組んだ。 

B ○問題の解き方を考え、基礎的な問題に取り組んだ。 

C 

○問題を解かなかった。 

●計算方法が分からない場合は、公式の「力」「距離」「時間」に当てはまる数

値を整理して考えるよう助言する。 

 



 

○てこの場合について考える。 

  ・てこは、作用点、力点と支点の距離の比

で力の大きさは小さくなるが、その分、

距離が大きくなるので、仕事の大きさと

しては同じになる。 

○教科書Ｐ.179を参照し、暮らしのさまざまな

場面で仕事の原理が使われていることを確認

する。 

 

展

開

②

10

分 

３ 仕事率について考える。 

 ○さまざまケースの仕事の能率を考える。 

  ・同じ仕事量を異なる時間で行った場合。 

  ・同じ時間で異なる仕事量を行った場合。 

 ○異なる時間で異なる仕事量を行った場合、

どのように仕事の能率を判断すればよいか

考える。 

 ○仕事率について理解する。 

○異なる二つの数値を比べる場合、速さ（道のり

÷時間）や密度（質量÷体積）など、単位量

当たりの大きさの考え方で割り算を用いるこ

とに気付けるように助言する。 

 

 

 

 

展

開 

③ 

20 

分 

４ 仕事と仕事率を求める計算を行う。 

 ○計算問題に取り組む。 

  ・仕事を求める計算 

  ・仕事率を求める計算 

 

 ○応用問題（eライブラリ）に取り組む。 

○練習問題に取り組み、仕事と仕事率を求める

計算に習熟できるようにする。 

●計算方法が分からない場合は、公式の

「力」「距離」「時間」に当てはまる数値

を整理して考えるよう助言する。 

○計算問題が終わった生徒には、応用問題（e

ライブラリ）に取り組むよう伝える。 

 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基

に、本時の学び方の自己評価をスプレッド

シートに入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、

今後の学習に生かしたいことをスプレッド

シートに入力する事で、それを次時以降の学

習に生かすことができるようにする。 

  

◇仕事と仕事率を求める計算に取り組んで

いる。 

＜行動観察（態①）＞ 



 

16 第９時の展開 

 (1) ねらい 

  様々なエネルギーについて考える活動を通して、エネルギー変換効率やエネルギーの保存について理解

する。 

 (2) 準備 

  生徒：教科書、タブレット  

  教師：電子黒板、タブレット 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の流

れを確認することで、生徒が見通しをもって学

習に取り組めるようにする。 

展

開

①

20

分 

２ 身の回りのさまざまなエネルギーとその

関係について考える。 

 ○さまざまなエネルギーを挙げる。 

  ・電気エネルギー ・力学的エネルギー 

  ・化学エネルギー ・光エネルギー 

  ・熱エネルギー  ・核エネルギー 

 ○エネルギーの変換について考える。 

  ・モーターを使うと電気エネルギーが力

学的エネルギーになる。 

 ○エネルギー変換効率とエネルギーの保存

について理解する。 

○自分の日常生活と関連させて、身の回りには多

くの種類のエネルギーがあることに気付けるよ

うにする。 

 

 

 

○最も他のエネルギーに変換しやすいのが電気エ

ネルギーであるため、広く電気が使われている

ことにも触れておく。 

［本時の学習課題］（めあて） 

エネルギーの変換について考えよう。 

 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○学習した内容を、日常生活と結びつけて理解しようとした。 

○学習した内容を理解できるように、繰り返し覚えた。 

A ○学習した内容を進んで理解しようとした。 

B ○学習した内容を理解しようとした。 

C 
○学習した内容を理解しようとしなかった。 

●日常生活の体験と結びつけて考えるよう助言する。 

 



 

展

開

② 

20 

分 

３ 熱の伝わり方について理解する。 

  ①伝導 

  ②対流 

  ③放射 

○熱はエネルギー変換の際に発生しやすいエネル

ギーであり、拡散しやすい性質をもっているこ

とを確認する。 

○熱エネルギーは目に見えにくいエネルギーであ

るため、示温インクを用いた演示実験を行い、

その伝わり方が把握できるようにする。 

○非接触型温度計は、放射熱を利用して測定して

いることを確認する。 

ま

と

め 

5 

分 

４ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿

って自己評価し、スプレッドシートに入

力する。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

  

◇エネルギーの保存とエネルギー変換効率に

ついて理解している。 

＜ワークシート（知③）＞ 



 

17 第10時の展開 

 (1) ねらい 

  力学的エネルギーを用いて発電する方法と、エネルギー変換効率を求める方法を考える。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書 

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、教科書、プーリーつき手回し発電機、電流計、電圧計、

おもり、実験スタンド 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残

す評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○本時のめあてを確認する。 

  

 

 

○ルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○今回の授業では、章を貫く課題である発電す

る方法について考えることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を

確認するとともに、本時のルーブリックを提

示し、目標や見通しをもって学習に取り組め

るようにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の

流れを確認することで、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組めるようにする。 

展

開

①

10

分 

２ エネルギー変換効率の求め方について理解

する。 

 ○エネルギー変換効率を求める式を理解す

る。 

○さまざまな発電方法（火力・水力・原子力・

風力）のエネルギー変換効率を知ることで、

エネルギーの変換について考えを深められる

ようにする。 

展

開

②

10

分 

３ 力学的エネルギーを電気エネルギーに変換

する際のエネルギー変換効率を求める方法

を考える。 

 ○位置エネルギーと電気エネルギーの求め方

を考える。 

・位置エネルギー：重さ・高さ 

 ・電気エネルギー：電圧・電流・時間 

○エネルギーの大きさは J（ジュール）で表すこ

とができることを伝える。 

●求め方が分からない生徒に対しては、位置エ

ネルギーは仕事の大きさではかることでできる

ことと、電気エネルギーは電気の単元での既習

事項であることを助言する。 

［本時の学習課題］（めあて） 

力学的エネルギーから発電する方法を考えよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○エネルギー変換効率を求めるための実験方法を自分で考えた。 

○エネルギー変換効率を求めるためには、何を測定すればよいか考えた。 

A ○エネルギー変換効率を求めるためには、何を測定すればよいか考えた。 

B ○実験方法を友達の意見を参考にして考えた。 

C 
○実験方法を考えなかった。 

●位置エネルギーと電気エネルギーの求め方を調べるよう助言する。 

 



 

展

開

③

20

分 

４ 力学的エネルギーを用いて発電する実験を

計画する。 

 ○発電の方法を考える。 

  ・プーリー付き手回し発電機で豆電球を 

   光らせる。 

 ○エネルギー変換効率を求めるためには、ど

のような器具が必要か考える。 

 ・位置エネルギー：重さ（はかり）・高さ

（定規） 

 ・電気エネルギー：電圧（電圧計）・電流

（電流計）・時間（ストップウォッチ） 

  

 ○回路の繋ぎ方を考え、試しの実験を行う 

○これまでに学習した内容を生かして、力学的

エネルギーから発電する方法を考えるように

助言する。 

○運動エネルギーはエネルギー量を求めるのが

難しいので、位置エネルギーを用いて発電す

ることを伝える。 

○エネルギー変換効率を求めるためにどんな機

器が必要になるかを考えるよう指示する。 

 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿っ

て自己評価し、スプレッドシートに入力す

る。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシート

に入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基

に、本時の学び方の自己評価をスプレッド

シートに入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、

今後の学習に生かしたいことをスプレッド

シートに入力する事で、それを次時以降の学

習に生かすことができるようにする。 

  

◇力学的エネルギーを電気エネルギーに変換

する方法とエネルギー変換効率を求める方

法を考えている。 

＜ワークシート（態②）［記］＞ 



 

18 第11時の展開 

 (1) ねらい 

  力学的エネルギーを用いて発電する活動を通して、エネルギーの保存とエネルギーの変換効率について

理解する。 

 (2) 準備 

  生徒：タブレット、教科書 

  教師：電子黒板、ワークシート、タブレット、教科書、プーリーつき手回し発電機、電流計、電圧計、

おもり、実験スタンド、ストップウォッチ 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○本時のめあてを確認する。 

  

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○今回の授業では、前時に計画したエネルギー変

換効率を求める実験を行うことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

○ワークシート記載されている、本時の学習の流

れを確認することで、生徒が見通しをもって学

習に取り組めるようにする。 

展

開

①

10

分 

２ 前時に計画した方法で実験を行う。 

 ・プーリー付き手回し発電機におもりをつ

け、それを落とすことで発電を行う。 

 ・おもりの質量、高さ、電圧、電流、時間

を記録する。 

○各班で前時に計画した実験の計画に沿って、実

験を行う。 

○より正確な数値をとれるよう、複数回測定を行

うる。 

●前時の計画で不備のある班に対しては、事前に

助言を行い、正しい方法で実験を行えるように

する。 

［本時の学習課題］（めあて） 

エネルギー変換効率を求めよう。 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 
○エネルギーの行方について、自分の考えを、理由や根拠を示しながら書いた。 

○友達の考えと比較し、自分の考えの参考にしたり、修正したりした。 

A ○エネルギーの行方について、自分の考えを、理由や根拠を示しながら書いた。 

B ○エネルギーの行方について、友達の考えを参考にして書いた。 

C 
○考えを書くことができない。 

●動画を参考にして、熱や音が発生していることに気付けるようにする。 

 



 

展

開

②

10

分 

３ エネルギー変換効率を求める。 

 ○測定値を用いてエネルギー変換効率を求

める。 

 ・電気エネルギー［V×A×s］÷ 

        位置エネルギー［N×m］ 

○複数回測定を行い、その平均値を用いて変換効

率を求めるようにする。 

○事前に予想した変換効率や水力発電（エネル

ギー変換効率８０％）と比較することで、損失

したエネルギーの行方を意識できるようにす

る。 

展

開 

③ 

20

分 

４ エネルギーの行方について考える。 

 ○エネルギーの行方について考え、スプレッ

ドシートに入力する。［☆］ 

 ・ジェットコースターが通るときは音が出

ているから、音エネルギーに変換されて

いるのではないか。 

 ・白熱電球はLEDに比べて熱くなるので、多

くのエネルギーが熱エネルギーになって

いるのではないか。 

 ・ふりこのシミュレーションを見ると空気

とぶつかっているので、摩擦を生じてい

るのではないか。 

 

 

 ○スプレッドシートで考えを共有する。

［☆］ 

 

  

 

 

 

 ○エネルギーの保存について理解する。 

○ふりこの振れ幅が小さくなったり、ジェット

コースターのスピードが遅くなったりする例を

取り上げ、エネルギーが別のエネルギーとなっ

て空気中に放出されていることに気付けるよう

にする。 

○白熱電球と LED 照明のエネルギー変換効率の差

を提示し、白熱電球は電気エネルギーの多くが

熱エネルギーとなって空気中に逃げてしまうこ

とに気付けるようにする。 

○コンピュータのシミュレーション

（https://javalab.org/ja/entropy_ja/）を見

ることで、振り子と空気とぶつかっていて摩擦

を生じていることに気付けるようにする。 

●自分の考えを書けない生徒に対しては、動画

を参照するよう助言し、熱や音が発生してい

ることに気付けるようにする。 

◎個々の考えをスプレッドシートに入力し、それ

を共有することで、多くの考えにふれることが

できるようにする。 

○友達の考えを参考にして、自分の考えを深めた

り、修正したりするよう助言する。 

ま

と

め 

5 

分 

５ 本時のまとめをする。 

 ○本時の自身の学び方をルーブリックに沿

って自己評価し、スプレッドシートに入

力する。［☆］ 

 ○本時の学習の振り返りをスプレッドシー

トに入力する。［☆］ 

◎本時の導入で提示されたルーブリックを基に、

本時の学び方の自己評価をスプレッドシートに

入力する。 

◎友達の考えや調べ方で参考になった点など、今

後の学習に生かしたいことをスプレッドシート

に入力する事で、それを次時以降の学習に生か

すことができるようにする。 

  

◇エネルギー変換効率とエネルギーの保存に

ついて理解している。 

＜ワークシート（知④）［記］＞ 



 

19 第12時の展開 

 (1) ねらい 

  各時間の学習内容と自己評価を振り返り、単元を通した自分の学び方を振り返ることができるようにす

る。 

 (2) 準備 

  生徒：教科書、タブレット、発電に必要な道具 

  教師：電子黒板、タブレット 

 (3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

［☆］：ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞［記］：記録に残す

評価 

導

入

５

分 

１ 本時の学習課題を知る。 

 ○本時では、本単元の学習内容を振り返ると

ともに、これまでの学習への取組み方を振

り返ることを知る。 

 

 

 

 ○本時のルーブリックを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎前時までのルーブリックに対する自己評価を確

認するとともに、本時のルーブリックを提示

し、目標や見通しをもって学習に取り組めるよ

うにする。 

展

開

20

分 

２ 本単元の学習内容のテストを行う。 

 ○Googleフォームを用いて、本単元での学

習内容の復習を行う。［☆］ 

 

 ○Googleフォームのテストが終わった生徒

は、eライブラリを用いた復習を行う。 

 

 

 

◎Googleフォームのテスト機能を用い、自動採点

を行う。 

●テストで理解していない内容については、繰り

返し解き直しを行うことで、学習内容を定着さ

せられるようにする。 

 

 

 

［本時の学習課題］（めあて） 

本章で学習した内容についてまとめよう。 

 

◇本章で学んだ内容について理解している。 

＜フォーム（知⑤）〔記〕＞ 

本時のルーブリック            ●自己評価 Cに該当する生徒に対する支援 

評価 評価基準 

S 

○Google フォームのテストに取り組み、分からない問題や間違っている問題の内容に

ついて調べたり、解き直したりした。 

○eライブラリの問題に取り組んだ。 

A 
○Google フォームのテストに取り組み、分からない問題や間違っている問題の内容に

ついて調べたり、解き直したりした。 

B ○Google フォームのテストに取り組んだ。 

C 
○Google フォームのテストに取り組まなかった。 

●ワークシートや教科書を参考にしながら、テストに取り組むよう助言する。 

 



 

ま

と

め

25

分 

３ 本章での学習への取組み方を振り返る。 

 ○本章での学習への取り組みを振り返り、

自分の学習の進め方についてまとめる。

［☆］ 

 

◎これまでの毎回の授業で行ってきたルーブリッ

クに対する自己評価がまとまっているスプレッ

ドシートを参照し、自分の学習への取組み方を

振り返り、良かった点や学んだ点、これから改

善したい点、これから取り組みたい課題などを

文章でまとめる。 

○本単元での振り返りを次の単元での学習に生か

すように促す。 

 

 

◇蓄積してきた自己評価を振り返り、自らの

学び方についてまとめている。 

＜スプレッドシート（態③）〔記〕＞ 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第１時 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

１ 【考える】章の課題について考える。 ワークシート 

２ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

３ 【考える】エネルギーにはどんなものがあるか考える。 スプレッドシート 

４ 【共有】考えをみんなで共有する。 スプレッドシート 

５ 【まとめる】エネルギーについてまとめる。 ワークシート 

６ 【自己評価】ルーブリックで自己評価する。 スプレッドシート 

Step１ 

章の課題  さまざまなエネルギーから発電する方法には、どのようなものがあるか考えよう。 

 

 

 

 

Step５ 様々なエネルギーについてまとめよう 

 

エネルギー エネルギー エネルギー 

   

エネルギー エネルギー エネルギー 

  

 

 

 

（          ）…運動している物体がもっているエネルギー 

 

（          ）…高い位置にある物体がもっているエネルギー 

 

  

エネルギーについて考えよう 

 

 

宇宙ステーションは、エネルギーを常に地球から供給することが
できないけど、どうやって発電しているのかな？ 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第２時 

 

 

 

 

2 時間目 本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 
１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 
２ 【知る】条件制御について知る。 ビデオ 
３ 【共有】今回の実験で条件制御するものを考え、共有する。 スプレッドシート 
4 【計画】実験を計画する。 班の話し合い 
5 【実験】実験をする。 実験 
6 【結果】結果をまとめる。 スプレッドシート 
６ 【まとめる】まとめ ワークシート 
７ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

実験を計画しよう 

条件制御マトリックス使って、条件を制御した実験計画を立てよう。 

道具：レール・ボール（重い・軽い）・木片（長い・短い）・スピード計 

 

実験１（    ）の違いによる実験    実験２（     ）の違いによる実験 

項目 変える・変えない  項目 変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 

 

Step６ 運動エネルギーのまとめ 

 

 

 

 

 

 

            

 

運動エネルギーの大きさを調べよう 

○運動エネルギーの大きさは（      ）と（       ）で決まる。 
 

○運動エネルギーは（      ）が大きければ大きいほど、 

         （      ）が大きければ大きいほど、エネルギーが大きくなる。 

 

ボウリングのボールには、2.7kgから7.3kgのボールがあるよ。重い方が

いいのかな？ 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第３時 

 

 

 

３時間目 本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 
１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 
２ 【予想】位置エネルギーの大きさを決めるものは何か考える。 話合い 
３ 【共有】今回の実験で条件制御するものを考える。 ワークシート 
４ 【計画】実験を計画する。 班の話し合い 
５ 【実験】実験をする。 実験 
６ 【結果】結果をまとめる。 スプレッドシート 
７ 【まとめる】まとめ ワークシート 
８ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

実験を計画しよう 

条件制御マトリックス使って、条件を制御した実験計画を立てよう。 

道具：レール・ボール（重い・軽い）・木片（長い・短い）・スピード計・定規２つ 

 

実験１（     ）の違いによる実験   実験２（     ）の違いによる実験 

項目 変える・変えない  項目 変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 変える・変えない   変える・変えない 

 

Step６ 位置エネルギーのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○位置エネルギーの大きさは（      ）と（       ）で決まる。 

 

○位置エネルギーは（      ）が大きければ大きいほど、 

         （      ）が高ければ高いほど、エネルギーが大きくなる。 

 

昔から戦いの時には、「高い場所の方が有利」と言われている

のじゃ。その理由の何かな？ 

位置エネルギーの大きさを調べよう 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第４時 

 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

２ 【考える】位置エネルギーと運動エネルギーの関係について考える。 ワークシート 

３ 【共有】考えをみんなで共有する。 スプレッドシート 

４ 【まとめる】まとめ ワークシート 

５ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 
Step２ 

ジェットコースターの動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 位置エネルギー 運動エネルギー   位置エネルギー 運動エネルギー 

A    A   

B    B   

C    C   

 

Step４ 

力学的エネルギーのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

運動エネルギーと位置エネルギーの関係を調べよう 

○（          ）…（      ）エネルギーと 

              （      ）エネルギーを合わせた総量 

 

○（          ）…一連の運動では力学的エネルギーの総量が保たれること 

図は「令和４年度 理科図版・補充シート集３年（新学社）」より 



 

単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第５時 

 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

２ 【考える】仕事の定義と計算方法について考える。 ワークシート 

３ 【考える】重力や摩擦力に逆らってする仕事について考える。 ワークシート 

４ 【考える】斜面を使った仕事について考える。 ワークシート 

５ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

Step２  

 

物体に力を加えて移動させた時、その力は物体に「（    ）をした」と表現する 

 

         ＝                    × 

    

 

 

仕事の単位：ジュール…１J は物体に（   ）N の力を加えて、（    ）に

（   ）m移動させた時の仕事 

 

 

 

Step３ 練習問題（重力に逆らう仕事） 

  

A 君 

B 君 

C君 

１N＝（   ）gの物質にかかる重力 

１kg＝（    ）N  

仕事とエネルギーの関係について考えよう 

仕事 ［   ］  ［    ］ 

 ［    ］ 



Step３ 練習問題（摩擦力に逆らう仕事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step４ 練習問題（斜面を使った仕事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「この重りをずっと持っていて」って言われたんだけど、これ

って仕事になっているよね？ 

 

  

 

図は「令和４年度 理科図版・補充シート集３年（新学社）」より 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第６時 

 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

２ 【実験１】仕事と力学的エネルギーの実験を行う。 実験 

３ 【集計】実験結果をスプレッドシート入力する。 スプレッドシート 

４ 【実験２】質量と高さは同じで傾きを変えた場合の実験をする。 実験 

５ 【考察】考察をする。 スプレッドシート 

６ 【まとめ】まとめをする。 ワークシート 

７ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

Step６ 仕事と力学的エネルギーまとめ 

 

 

 

 

 

 

練習問題 

説    明 用   語 

運動している物体がもっているエネルギー。  

高い位置にある物体がもっているエネルギー。  

運動エネルギーと位置エネルギーを合わせた総量。  

力学的エネルギーの総量が一定に保たれること。  

物体に力を加え移動させたとき，その力が物体に対して行ったはたらき。  

 

1 質量200ｇの物体を3ｍ 持ち上げたときの仕事（Ｊ） 

                                 

2 質量1.5ｋｇの物体を4Ｎの摩擦
ま さ つ

力にさからって2ｍ動かしたときの仕事（Ｊ） 

                                   

3  ある物体を2.5ｍ持ち上げた仕事が15Ｊのときの物体の質量（ｇ） 

                                 

4 床の上の物体を手で押して50ｃｍ動かしたときの仕事が2.5Ｊのとき手で押した力（Ｎ） 

 

仕事と力学的エネルギーの関係について調べよう 

○力学的エネルギーが大きければ大きいほど、（    ）も大きくなる。 

 

○高さが同じの場合、斜面の傾きは仕事の大きさに関係（ ある ・ ない ） 

理由：（                                  ） 



 

単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第 7・８時 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 
7-１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

7-２ 【予想】道具を使うと仕事の大きさはどうなるか予想する。 スプレッドシート 

7-３ 【共有】予想をみんなで共有する。 スプレッドシート 

7-４ 【実験】滑車を使った実験を行う。 実験 

7-５ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

8-1 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

8-2 【考察】実験の考察をする。 スプレッドシート 

8−3 【共有】考察を共有する。 スプレッドシート 

8-4 【考える】仕事の原理、仕事率について考える。 ワークシート 

8-5 【計算】練習問題を行う。 フォーム 

8-6 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

Step8-4 定滑車・動滑車を使った実験 

 滑車なし 定滑車 動滑車 

手が加える力［N］    

手を動かす距離［m］    

仕事［J］    

 

Step９-4 

 

 

 

 

 

 

○（        ）…どんな道具を使っても、同
じ状態になるまでの仕事の
大きさは変わらないこと 

 
○（        ）…単位時間（１秒間）あたり

にする仕事 
 

Step９-５ 練習問題 

 

 

 

 

 

 

仕事と道具の関係について考えよう 

手で持ち上げた場合 

 

てこを使った場合 

A さんの仕事率 

 

 

B さんの仕事率 

 ＝ 

 

 

図は「令和４年度 理科図版・補充シート集３年（新学社）」より 



○（           ） 

エネルギーの変換の前後でエネ

ルギーの総量は変わらないこと。 

 

○エネルギー変換効率（％）＝ 

 新しいエネルギー×１００ 

 元のエネルギー   

    

単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第９時 

 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

１ 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

２ 【考える】エネルギーの変換について考える。 ワークシート 

３ 【実験】エネルギー変換効率の実験をする。 実験 

４ 【知る】熱の伝わり方について理解する。 ワークシート 

５ 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

Step２ エネルギーの変換について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気エネルギー【電圧［V］×電流［A］×落下時間［s］】 

 

 

力学的エネルギー【力・重力［N］×距離［m］】 

 

Step４ 熱の伝わり方 

名称 説明 物質 

 固体の物質の一部を加熱した場合、熱した部分

から温度の低い周囲へ熱が伝わる現象 

 

 気体や液体の物質を加熱した場合、あたためられた物

質そのものが移動して、全体に熱が伝わる現象 

 

 熱源から空間をへだててはなれたところまで熱

が伝わる現象 

 

 

エネルギーの変換について考えよう 

 

  

×100 

×１００ ＝ 

図は「令和４年度 理科図版・補充シート集３年（新学社）」より 



単元３  運動とエネルギー／第３章 エネルギーと仕事 第 10・11時 

 

 

 

 

本日の学習の流れ 

Step 学習内容 形式 

1 【確認】今日のルーブリックを確認する。 スプレッドシート 

２ 【考える】発電の方法を考える。 スプレッドシート 

3 【共有】発電の方法を共有する。 スプレッドシート 

4 【話合い】班で行う発電方法を決め、計画を立てる。 スプレッドシート 

5 【自己評価】ルーブリック評価をする。 スプレッドシート 

 

Step４ 発電計画 

発電方法 
 

使用するエネル

ギーとその変化 

 

必要な道具 

 

実験計画 

役割分担 

等 

 

発電量 

 

 

発電方法を考えよう 


